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●全国一級水系河川
想定氾濫区域内人口

・木曽川 ：想定氾濫区域内人口１８７万人は、
概ね治水安全度1/200の範囲
・長良川 ：想定氾濫区域内人口６３万人は、
概ね治水安全度1/100～1/150の範囲
・揖斐川 ：想定氾濫区域内事項５３万人は、
概ね治水安全度1/100～1/150の範囲



もし、常時
河口堰を開門したら

塩水の遡上、 塩害



目に見えない場
での地下水の塩
水化

より大きな問題を



・河川の疎通能力を上げる

浚渫

・塩害を止める河口堰

・河口堰 と 河床の浚渫

は不可分



なお 安全度の低い長良川

平成19年度 河川整備基本方針でも

1/100の安全度にされ、河川の負担

は8300m3/secとなった

全国の同程度の河川(1/150)に比べ

て、まだ低い安全度



明治改修
完成１００周年（来年）
河川空間の拡大

後に大きな可能性を


